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今年６月２５日にオランダのハーグで開催された 

NATO の首脳会議では、２０３５年までに防衛費に

割りあてる割合を GDP の 5% に引き上げることが宣

言された。これによりワシントン条約第３条に基づく

自国及び加盟国の義務を確実に果たすとしている。 

欧州各国の指導者たちは、地政学的不確実性が高まる

中で、自国の防衛に対する大きな責任を課されており、

欧州の防衛産業の競争力と戦略的自律性の確保が急が

れる。技術的に優位な立場を維持するための先進的な

防衛システムへの投資が必要とされ、ジョンソン・マ

ッセイは防衛支出の増加に伴い PGM 需要が増加する

可能性を指摘する。 

多岐にわたるPGM利用 

PGM は、アビオニクス(航空電子工学)、電子機器、

レーザーや暗視ゴーグルを含む光学システムなど防衛

及び航空宇宙分野で広く利用されている。航空機のエ

ンジンにも欠かせない部材で、プラチナやロジウムは

温度検知に、プラチナはブレードを保護するコーティ

ング剤に使われる。また、ミサイルの先端部分には耐

熱性を上げるためにプラチナやイリジウムを使う。 

プラチナは軍車両の触媒装置だけでなく、赤外線探

知を避けるために熱探知や赤外線誘導兵器への対策

にも使われる。さらに、先進的な軍事用電源として

水素を使うシステムの触媒にも使われる。 

ルテニウムはチップ抵抗器に、パラジウムは軍規格

のコンデンサーやその他の部品に、ロジウムとイリ

ジウムは磁場に反応する小型センサーであるリード

スイッチに使われる。火災や爆発の危険を伴う軍事

や航空宇宙で使われる精密機器や機械には高性能か

つ安全性の高いリードスイッチが必要だ。 

PGM はまた、防衛や航空宇宙分野で利用が期待さ

れる燃料電池技術にも欠かせない。韓国では、ヒュ

ンデの子会社で防衛関連企業の Hyundai Rotem が 

世界初となる燃料電池搭載の戦車を開発中だ。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ブリュッセルにある NATO の記念碑   

写真提供 : misu - stock.adobe.com 
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一 方 、 ウ ク ラ イ ナ の 軍 事 用 ド ロ ー ン 企 業  

Skyeton は、燃料電池で動く無人航空機(UAV) 

の試験飛行に成功した。 

Skyeton は次のステップとして、水素結合に対応

した新たな構造の機体を開発中で、進化した設計

の UAV は燃料電池システムの搭載に合わせてスペ

ースや重量の配分を最適化し、将来的には水素に

よるモデルの量産を目指す。  

PGM ベースの固体高分子膜 (PEM) 技術を使う燃料

電池によるドライブトレインは、エネルギー密度が

高く、そして軽量である点で、特に UAV には最適

だ。 

燃料電池 UAV は従来のバッテリーによるものより 

も飛行時間が長く、運用効率も高いからだ。 

米国では国防総省が海軍向けとして、軍艦上でも、

陸上でも水素を生産・貯蔵・供給できるシステム、 

PEM 型水電解装置による水素生産を含む「マイ

クロ水素サプライチェーン」を検討中だ。その目

的は燃料供給の脆弱性を克服し、供給インフラを

維持しながらも防衛能力を強化することにある。 
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